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厚労省『我が事』『丸ごと』地域共生社会 

制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多

様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながる

ことで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会 

＋ 

SDGｓ 国連が提唱する持続可能な開発目標  
 

ただいま食堂 

夕刻を支える場 

(ケア付き食堂) 

 

〈富田版地域共生社会 イメージ図〉 2017‐2022 事業部門 中・長期計画（2019） 

 

地域・家庭・学校・行政・大学・企業と協力しながら‟ひとりぼっちのいない町“をつくる  

‐社会的孤立を超えインクルーシブコミュニティを創造する‐（５か年計画）  

■2017年度 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

■2019年度 子どもから高齢者まで困難を持つあらゆる人を地域で支える仕組みへの進化（２年目/５か年計画） 

  

〇富田自治会連合 

○民生・児童委員 

○富寿栄連合自治会 

ほか 

誰一人取り残さない町 

子ども・子育て層領域 

 （一社）タウンスペースＷＡＫＷＡＫ  

 

発達障がい 

 

 

 ○企業との連携（CSR） 

○大学との連携 

・マンパワーの発掘 

・教育・福祉現場に出る前の現場経験 

2018 年５月 1８日 

大阪北部地震  

高槻市震度 6 弱 

 

〇対象エリア 

 第四中学校区 
〇子ども分野 

<子どもの居場所づくり事業 2014 年～> 

〇地域社会全体 

<長年の財産 ＋風 地域共生社会/SDGｓ> 

〇地域の長年の地縁、日々の活動の積み重ね 

→被災時の円滑支援 

○災害時に社会的弱者ほど孤立が際立つ 

 

わくわく食堂 

 (共生食堂) 

 

  〇9月  わくわく食堂＆盆踊り 協働開催 

 

地域全体 障がい者領域 高齢者領域 

子育て不安 

 

 

虐待 

 

 

経済的貧困 

 

 

不登校 

 

 

地域貢献プロジェクト 

社福・学校等との連携（2018.5始動） 

〇（社福）つながり 

○グループホーム  

ほか                              

〇地域包括支援センター 

○富田ふれあい文化センター 

○富田老人福祉センター   

○富寿栄老人会・つむぎの家  

ほか                         

住民領域 

一人暮らし高齢者 

 

 

認知症 

 

 

親亡き後の障がい者 

 

 

・平安女学院大学 

・関西大学 

・大阪大学 

・大阪人間科学大学 ほか 

包括的な総合支援体制の整備 

支援を必要とする子どもから高齢者までの住民が抱える多様で複合的

な地域生活課題について、分野を超えて住民や教育・福祉関係者による

①把握及び②関係機関との連携等による解決を目指す。 

○高槻市・社会福祉協議会等との連携 

 
・必要に応じて市の福祉事

務所・社協・SSW・子育て支

援センター・児童相談所との

連携を図る。 

ひきこもり 

 

 生活困窮 

 

 

富寿栄住宅建て替え 

（災害後のコミュニティの再生） 
高齢者支え合い事業（プレ実施） 

・富寿栄老人会の協力 

・高校生・大学生・障がい者など支え手のエンパワメント 

○地域にある弱者を切り捨てない文化 

○地域・家庭・学校・行政の連携文化 

       ○差別解消の取り組みの蓄積 

〇2月下旬 わくわく食堂  

地域、家庭、学校、行政、大学、企業 

多職種４0団体が連携して創る居場所 

＜地域共生社会のイメージとなる場＞ 

 

長年の 

財産 

 

 

WAKWAK 

 コレクティブ 

インパクト 

発信元 

 

☆重点 

☆重点 

コミュニティスペース立ち上げ 

☆制度の谷間に陥る子どもを支える 

☆大学生等次世代の育成 

 

 

☆最重点 

○連携会議（2か月に 1回） 

 地域・小中学校・青少年相談との連携 

○ケースカンファレンス 困難ケース対応 

 

地域の中にある SOS 

を見捨てない！ 

多文化 

 

 

日本全国への発信 

〇メディア発信・新聞取材・雑誌掲載 

〇講師派遣・視察・原稿執筆・書籍・学会発表 

（他地域の地域課題解決の一助に） 

☆重点 


